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（文化財センター情報）

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリーの催し物予定

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/

【ギャラリー】　入場無料　　　　　　　　　　　　

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■冬季企画展「装飾品～きらり、甦る～」　2/3（土）～ 3/18（日）

第 2展示室　■ミュージアムトーク　2/3（土）13:30 ～ 14:30

　　　　　　　　　　　

1月の休館日は 1～ 3日、9日（火）、15 日（月）、22 日 ( 月 )、29 日 ( 月 ) です。

開館時間は９：００～１７：００です。

第 1･2･3Ｇ　■松阪市幼小中造形展　1/13（土）～ 1/16（火）9:00 ～ 16:00　

第 3Ｇ　　　■アイヌ伝統工芸品展 in 松阪　1/18（木）～ 1/21（日）9:00 ～ 17:00　※最終日は 15:00 まで

第 2Ｇ　　　■第 10 回　こどもハニワ展　1/20（土）～ 1/28（日）10:00 ～ 16:00

第 1Ｇ　　　■松阪美術協会　新春展　1/21（日）～ 1/28（日）9:00 ～ 17:00　※最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ　　　■小学生 詩と絵の公募展 天地の恵み会　1/31（水）～ 2/4（日）9:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　　　　　　

【 「松坂城跡」の石垣の調査をおこないました ( 後編 ) 】

【イベント】　　　　　　　　　　　　

スタンプラリー　　1/13（土）～ 1/14（日）9:00 ～ 16:00　※すべてのスタンプを集めるとシールがもらえます

【墳丘から初日を拝す……】

【 冬季企画展「 装飾品 ～きらり、甦る～ 」を開催します！ 】あけましておめでとう。
２月３日から冬の企画展
　が始まります。
　　　　見に来てね！

　松阪市文化財センターは、平成 29 年 8 月 8 日から 9 月 29 日にかけて、来年度（平成 30 年度）の

石垣修理実施の事前調査として、松坂城跡の発掘調査をおこないました。先月号では、「巨木化した松の

根が、石垣の孕みの主な原因になっていること」が、調査により明らかになったと紹介しました。今月号

では、それ以外の発見を紹介します。

(1) 明治以降、明治 26 年と昭和 26 年に市街地で発生した大火災。

　発掘調査は、調査箇所に幅約１ｍの溝（トレンチ）を

３箇所掘るかたちでおこないました。先月号で紹介した

のはトレンチ２の調査で明らかになったことです。

トレンチ１

トレンチ３

トレンチ２

　トレンチ１の土層の断面を調べると、上部の土の色

は黄土色で、下部の土の色は赤色でした。また、黄土

色の土には、多数の瓦片や陶磁器片が混ざっていまし

た。これらのことから、調査箇所の石垣は、一度築か

れた後に改変を受けていることが考えられます。

　トレンチ１の北端に、こぶし大の石が混ざった黒色土が

集中して堆積していました。松阪大火（1）の際に生じた大量

のがれきを松坂城跡に埋めたという話が伝わっており、も

しかすると、今回見つかった黒色土はその伝聞を裏付ける

ものかも知れません。

※過去の「はにわ通信（カラー版）」は当文化財センターのホームページでご覧いただけます。

　平成 29 年度のはにわ通信（https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/haniwatusin-h29nendo.html）

　宝塚古墳公園がすぐ行ける初日の出スポットとして人気が高まっ

ている。毎年、多くの人が訪れる。堀坂山や白米城に登らなくて

も松阪を眼下にしてご来光を見ることができる。

　宝塚古墳の立地からすればさもありなんと思う。

　古墳時代、古墳は権力者の権威を示すもの、その多くが高台に

あり人々は仰ぎ見ていた。墳丘は無数の葺石に覆われているので

朝日に映えて白く輝く。多分に被葬者はそのことをイメージしていたはずだ。古墳ができたとき、その様

子に人々の驚きは大きかっただろう。仰ぎ見る古墳から、時を経て、今、遠くは神島まで遠望できる日の

出スポットとして親しまれるようになった。

　１月の市民ギャラリーは「松阪市幼小中造形展」、「こどもハニワ展」など幼児や児童生徒の作品展が続

きます。さらに、市民の皆さまの絵画展、アイヌ伝統工芸品の展示です。

　はにわ館は船形埴輪を中心とした常設展示です。ご来館をお待ちしています。（所長）

　松阪市文化財センターは、2 月 3 日（土）から 3 月 18 日（日）まで、「はにわ館」 第 2 展示室にて冬

季企画展「装飾品～きらり、甦る～」を開催します。松阪市内や三重県、大阪府で見つかった縄文時代と

古墳時代の装飾品を展示します。それに合わせて、2 月 3 日（土）午後 1 時半から 2 時半まで第 2 展示

室にて当館学芸員によるミュージアムトークをおこないます。

　みなさま、ぜひお越しください。お待ちしています 。（担当）らいねんど

まつさかじょう　   あと

【松坂城跡】
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